


【第14回朝倉市人権作品コンクール：ポスター部門　小学1・2年　最優秀作品】
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※　詳しくは、朝倉地区人権啓発情報センターのホームページより、「人権に関わる法律、条例等」をご覧ください。

 

だいじょうぶ !!
　みんな　なかよく　なれる　まち

この願いをかなえる目的でつくられた
大切な『ルール』を
ご存じですか？

未来を受け継ぐ､子どもたちが描いた…

「がんばったの？」と、言われることが多いのでは？
つらいときには、周りの助けを求めることも必要です。
みんなで手をつなげば、乗り越えていける!!
そんな想いが 込められている気がします。
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「自分のこととして…」話し合ってみませんか？
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家庭・地域・学校・職場で
人権啓発冊子カレンダー「ひらけ未来に」は、日々の暮らしを振り返り、身近な出来事を通して人権問題を考える

きっかけにしていただきたいという想いから、朝倉地区人権・同和教育推進連絡協議会（教職員、行政職員、 解放
子ども会指導員）で編集委員会を設置し、各委員がテーマを絞り、調査研究や編集作業に当たってきました。

この冊子が皆さんの手元に届く頃には、新型コロナウイルス感染が終息していることを切に願っていますが、感染
リスクの不安や怖さから、感染者とそのご家族、医療従事者等の人権を深く傷つけ、取り返しのつかない事態に
追い込んでしまう「コロナ差別」という、新たな人権問題に直面しています。

また、私たちの身の回りには、部落差別をはじめ、女性、子ども、障がいのある人、高齢者、外国人、性的少数者、
犯罪被害者、ＨＩＶ感染者・ハンセン病患者とその家族、インターネットによる人権侵害など様々な人権問題が、
十分に解消されず、今も残っています。

こうした問題は、当事者以外「自分には関係のないことだ」と思われがち
ですが、女性の問題は男性の…、子どもの問題は大人の…というような表裏一体
の関係にあり、決して他人事ではなく「自分の問題なんだ」と気づかされます。

そういう意味でも、人権問題の解消に向けた第一歩は、様々な人権問題を
「自分のこと」として捉え、家庭・地域・学校・職場等において、周りの
皆さんと一緒になって、話し合うことから始まるのではないでしょうか。

この「ひらけ未来に」が、「人と人との絆」や「人権尊重の理念」について「考え」
「行動」していくきっかけとなり、私たち一人一人の人権意識の高まりと、
差別解消に向けた学びにつながることを願っています。
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１９９５（平成７）年１月１７日に発生した、阪神・淡路大震災を教訓に制定されまし
た。ボランティア活動への認識を深め、災害に対する備えの充実強化を図ることを
目的としています。また、１月１５日から２１日を「防災とボランティア週間」として、
各地で自主防災活動などの取組みが行われています。

日 月 火 水 木 金 土
元 日

ぼう さい 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ひ

１月１７日　防災とボランティアの日
１９５４年、フランスの社会運動家、ラウル・フォレローさんが提唱。毎年１月の最終
日曜日を「世界ハンセン病の日」としている。この日には、世界各地でハンセン病に
関するさまざまな啓発活動が行われています。
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１月３０日　世界ハンセン病の日

2

9

16

23

30

3

10

17

24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

成人の日

Uni-Voice

【お問合わせ先】朝倉地区人権啓発情報センター内「朝倉地区人権・同和教育推進連絡協議会」
　　　　　　　　TEL：0946-52-1182　FAX：0946-52-1162　E-mail：jinken-center@city.asakura.lg.jp　ホームページ：https://www.city.asakura.lg.jp/jinken

新型コロナウイルス感染症予防対策を行った上で開催します。ご来場の際は、マスクを着用してください。（風邪の症状が見られる場合は、ご遠慮ください。）

日  時

場  所

2022（令和４）年１月22日（土）
12：30 開場 ／ 13：20～ 開演/開会行事

ピーポート甘木　大ホール

講 演 会 13：30～15：00 パネル展 会場：2階/ホワイエ

〒838-0068 福岡県朝倉市甘木１９８－１

入場無料
にゅうじょう   む   りょう

手話通訳
しゅ    わ     つう  やく

託児あり
（※要予約）

※当日は、講演会（DVD上映含む）のみで、クラウンとしてのパフォーマンスはありません。

講師：大 棟  耕 介 さん

演 題「いのちの輝きをみつめて」
～病院に笑いを届ける道化師、ホスピタル・クラウンの活動から～
プロフィール

・有限会社プレジャー企画 代表取締役社長
・NPO法人 日本ホスピタル・クラウン協会　理事長
・愛知教育大学　非常勤講師
・世界道化師協会　事務局長
病院を訪問するホスピタル・クラウンの活動を
日本を中心に海外でも行っている。

テーマ：次世代につなげよう！差別や偏見のない社会を・・・

① わたしたちの暮らしと人権
 ～人権啓発冊子カレンダー「ひらけ未来に（VOL.32）」～
② 人権の花運動
 ～朝倉人権擁護委員協議会の取組み～
③ ニコニコひろがる!! ひまわりのはな運動
 ～2021（令和3）年度の活動報告～
④ 戦後76年「戦争の記憶Ⅱ」展
 ～「杉原千畝の決断」…6,000人の命のビザ～ 人権の花“ひまわり”
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※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、開催内容を変更する場合があります。
　詳しくはホームページ等にてお知らせいたします。
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１９９５（平成７）年１月１７日に発生した、阪神・淡路大震災を教訓に制定されまし
た。ボランティア活動への認識を深め、災害に対する備えの充実強化を図ることを
目的としています。また、１月１５日から２１日を「防災とボランティア週間」として、
各地で自主防災活動などの取組みが行われています。

日 月 火 水 木 金 土
元 日

ぼう さい 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   ひ

１月１７日　防災とボランティアの日
１９５４年、フランスの社会運動家、ラウル・フォレローさんが提唱。毎年１月の最終
日曜日を「世界ハンセン病の日」としている。この日には、世界各地でハンセン病に
関するさまざまな啓発活動が行われています。
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【お問合わせ先】朝倉地区人権啓発情報センター内「朝倉地区人権・同和教育推進連絡協議会」
　　　　　　　　TEL：0946-52-1182　FAX：0946-52-1162　E-mail：jinken-center@city.asakura.lg.jp　ホームページ：https://www.city.asakura.lg.jp/jinken

新型コロナウイルス感染症予防対策を行った上で開催します。ご来場の際は、マスクを着用してください。（風邪の症状が見られる場合は、ご遠慮ください。）

日  時

場  所

2022（令和４）年１月22日（土）
12：30 開場 ／ 13：20～ 開演/開会行事

ピーポート甘木　大ホール

講 演 会 13：30～15：00 パネル展 会場：2階/ホワイエ

〒838-0068 福岡県朝倉市甘木１９８－１

入場無料
にゅうじょう   む   りょう

手話通訳
しゅ    わ     つう  やく

託児あり
（※要予約）

※当日は、講演会（DVD上映含む）のみで、クラウンとしてのパフォーマンスはありません。

講師：大 棟  耕 介 さん

演 題「いのちの輝きをみつめて」
～病院に笑いを届ける道化師、ホスピタル・クラウンの活動から～
プロフィール

・有限会社プレジャー企画 代表取締役社長
・NPO法人 日本ホスピタル・クラウン協会　理事長
・愛知教育大学　非常勤講師
・世界道化師協会　事務局長
病院を訪問するホスピタル・クラウンの活動を
日本を中心に海外でも行っている。

テーマ：次世代につなげよう！差別や偏見のない社会を・・・

① わたしたちの暮らしと人権
 ～人権啓発冊子カレンダー「ひらけ未来に（VOL.32）」～
② 人権の花運動
 ～朝倉人権擁護委員協議会の取組み～
③ ニコニコひろがる!! ひまわりのはな運動
 ～2021（令和3）年度の活動報告～
④ 戦後76年「戦争の記憶Ⅱ」展
 ～「杉原千畝の決断」…6,000人の命のビザ～ 人権の花“ひまわり”
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※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては、開催内容を変更する場合があります。
　詳しくはホームページ等にてお知らせいたします。
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１９４８（昭和２３）年に、法務庁（現在の法務省）に設置。日本国憲法の基本理念の
一つである基本的人権の尊重を実現することを目的とし、人権啓発、人権相談、人
権侵犯事件の調査・救済などを行っています。

ほう  む しょう じん  け ん  よう  ご  きょく      せっ   ち

２月１５日　法務省人権擁護局の設置

20222

日 月 火 水 木 金 土

建国記念の日

言語と文化の多様性、多言語の使用、そしてあらゆる母語の尊重の推進を目
的として、国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）が1999年11月17日に制
定した、国際デーのひとつです。

２月21日　国際母語デー
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Uni-Voice

みんな同じように人権があります
お な 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  じ ん   け ん

日本在住外国人のうち、差別を受けた経験があるか【2016( 平成 28) 年 法務省調査】
「よくある」「たまにある」と答えた人の割合　３人に１人（全体の 29.1％）　
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外国語人権相談ダイヤル（ナビダイヤル）

*平日（年末年始を除く）
9：00～ 17：000570-090911

英語 中国語 韓国語 フィリピノ語 ポルトガル語 ベトナム語ネパール語 スペイン語 インドネシア語 タイ語

中国語版インターネット
人権相談受付窓口

英語版インターネット
人権相談受付窓口
https://www.jinken.go.jp/soudan/PC_AD/0101_en.html https://www.jinken.go.jp/soudan/PC_AD/0101_zh.html

職場や学校で
いやがらせを受ける

外国人だからと
結婚を反対される

差別的な言動をされる

アパートの入居を
拒否される

就職や職場で
違う対応をされる

じろじろ見られる
避けられる

風習や習慣の違いが
受け入れられない

宿泊施設の利用を
拒否される

【2017（平成29）年 内閣府「人権擁護に関する世論調査」】

ありがとう。気持ちよく
過ごすことができるよ！

わたしたちのことを
わかってほしい・・・

え・・・外国の人と
結婚するの・・・？

私が言ってること
分かりますか！？

ようこそ！
いらっしゃいませ！

何かお探しでしょうか？

困っていることは
ありませんか？一緒にお仕事

がんばりましょう！外国の人は利用できません！

あっちにいけ！！ 一緒に遊ぼう！！
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１９４８（昭和２３）年に、法務庁（現在の法務省）に設置。日本国憲法の基本理念の
一つである基本的人権の尊重を実現することを目的とし、人権啓発、人権相談、人
権侵犯事件の調査・救済などを行っています。

ほう  む しょう じん  け ん  よう  ご  きょく      せっ   ち

２月１５日　法務省人権擁護局の設置
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日 月 火 水 木 金 土

建国記念の日

言語と文化の多様性、多言語の使用、そしてあらゆる母語の尊重の推進を目
的として、国際連合教育科学文化機関（ユネスコ）が1999年11月17日に制
定した、国際デーのひとつです。

２月21日　国際母語デー
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みんな同じように人権があります
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日本在住外国人のうち、差別を受けた経験があるか【2016( 平成 28) 年 法務省調査】
「よくある」「たまにある」と答えた人の割合　３人に１人（全体の 29.1％）　
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外国語人権相談ダイヤル（ナビダイヤル）

*平日（年末年始を除く）
9：00～ 17：000570-090911

英語 中国語 韓国語 フィリピノ語 ポルトガル語 ベトナム語ネパール語 スペイン語 インドネシア語 タイ語

中国語版インターネット
人権相談受付窓口

英語版インターネット
人権相談受付窓口
https://www.jinken.go.jp/soudan/PC_AD/0101_en.html https://www.jinken.go.jp/soudan/PC_AD/0101_zh.html

職場や学校で
いやがらせを受ける

外国人だからと
結婚を反対される

差別的な言動をされる

アパートの入居を
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就職や職場で
違う対応をされる

じろじろ見られる
避けられる

風習や習慣の違いが
受け入れられない

宿泊施設の利用を
拒否される

【2017（平成29）年 内閣府「人権擁護に関する世論調査」】
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日 月 火 水 木 金 土

春分の日

１９６０年３月２１日、南アフリカ共和国で、人種隔離政策反対のデモ行進に対
して警官隊が発砲し、６９人が亡くなりました。この事件が、国連で人種差別問
題に取り組む契機となり、１９６６年に人種差別撤廃のための記念日として国連
総会で制定されました。

３月２１日　国際人種差別撤廃デー
こく  さい   じん   しゅ    さ  べ つ   てっ   ぱ い
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「ソーシャル・ディスタンス」の意味を調べたら…
い　　　み　　　　　 し ら

　現在、新型コロナウイルスの感染拡大により、私たちの生活は一変してしまいました。このコロナ禍にあって、感染拡大を
防ぐため「人と人との距離をとる」という意味で、よく使われるようになった言葉の一つに「ソーシャル・ディスタンス
(社会的距離)」があります。この言葉は… 

人
にんげん

間の「心
しん り て き

理的な距
きょ り

離」を表
あらわ

す言
こと ば

葉として、1940 年
ね ん だ い い こ う

代以降、使
つか

われるようになりました。また、人
じ んしゅ　さ べ つ

種差別や感
か ん せんしょうか んじ ゃ

染症患者などへの偏
へんけん

見か
ら、社

しゃかいてき

会的・心
し ん り て き

理的に彼
かれ

らとの接
せっしょく

触を回
か い ひ

避しようとする言
こ と ば

葉として使
つか

われたこともありました。例
たと

えば、インドでは「ダリット（抑
よくあつ

圧され
た人

ひと

びとの意
い

）との距
き ょ り

離をとる」という意
い み

味で、差
さ べ つ

別するために使
し よ う

用されてきたという歴
れ き し て きけ い い

史的経緯が、ダリット問
もんだい

題に取
と

り組
く

む人
ひと

たちから
の提

て い き

起で分
わ

かったそうです。こうした問
も ん だ い て い き

題提起を受
う

けて、世
せ か い ほ け ん き こ う ダブリュー エイチ　　オー

界保健機構 ( ＷＨＯ ) は、「フィジカル・ディスタンス ( 物
ぶ つ り て き

理的・身
しんたいてき

体的な距
きょ り

離 )」
という言

こ と ば

葉に改
あらた

めるとともに、その意
い と

図について、「人
ひと

と人
ひと

とのつながりは、引
ひ

き続
つづ

き大
たいせつ

切にしてほしいと思
おも

うからだ。」と説
せつめい

明しています。

差別やいじめをなくす第一歩は、一人一人が「正しく理解する」こと!!
かけがえのない生命の視点から、「人と人とのつながり」を大切に…!!

　ぼくたちも、何気なく「ソーシャル・ディスタンス」って使うことがあるけど、この前、
友だちに「ソーシャル、ソーシャル」と言って、仲間はずしをしている子を見かけたんだ。
それって、おかしいなと思ったけど…

　自分がそうやって仲間はずしにされると嫌だよね。
　「ソーシャル・ディスタンス」もそうだけど、言葉の本当の意味を理解しないで、
相手をやっつけるようなことをしないように、ちゃんと学んで伝えていくことが、
とっても大切だと思うよ。

げ ん ざ い 　 　 し ん が た 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ん せ ん か く だ い 　 　 　 　 　 　 　 　 わたし　　　　　　　　　 せ い か つ 　 　 い っ ぺ ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　か 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　か ん せ ん か く だ い

ふ せ 　 　 　 　 　 　 　 　 ひ と 　 　 ひ と 　 　 　 　 き ょ 　り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　い 　 み 　 　 　 　 　 　 　 　 　 つ か 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ と 　ば 　 　 　ひ と

し ゃ か い て き き ょ り 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ と 　ば

な に げ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　つ か 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ま え

と も 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い 　 　 　 　 な か ま 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ 　 　 み

お も

じ ぶ ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　な か 　ま 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　い や

こ と ば 　 　 ほ ん と う 　 　 い 　み 　 　 　り  か い

あ い  て                                                                               ま な        つ た

た い せ つ お も

さ 　 べ つ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 だ い い っ 　 ぽ

い の ち 　 　 　 し 　 て ん

ひ と り 　 ひ と り 　 　 　 た だ      り か い

ひ と 　  ひ と 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  た い せ つ
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春分の日

１９６０年３月２１日、南アフリカ共和国で、人種隔離政策反対のデモ行進に対
して警官隊が発砲し、６９人が亡くなりました。この事件が、国連で人種差別問
題に取り組む契機となり、１９６６年に人種差別撤廃のための記念日として国連
総会で制定されました。

３月２１日　国際人種差別撤廃デー
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「ソーシャル・ディスタンス」の意味を調べたら…
い　　　み　　　　　 し ら

　現在、新型コロナウイルスの感染拡大により、私たちの生活は一変してしまいました。このコロナ禍にあって、感染拡大を
防ぐため「人と人との距離をとる」という意味で、よく使われるようになった言葉の一つに「ソーシャル・ディスタンス
(社会的距離)」があります。この言葉は… 
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こ と ば

葉として使
つか

われたこともありました。例
たと

えば、インドでは「ダリット（抑
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界保健機構 ( ＷＨＯ ) は、「フィジカル・ディスタンス ( 物
ぶ つ り て き

理的・身
しんたいてき

体的な距
きょ り

離 )」
という言

こ と ば

葉に改
あらた

めるとともに、その意
い と

図について、「人
ひと

と人
ひと

とのつながりは、引
ひ

き続
つづ

き大
たいせつ

切にしてほしいと思
おも

うからだ。」と説
せつめい

明しています。

差別やいじめをなくす第一歩は、一人一人が「正しく理解する」こと!!
かけがえのない生命の視点から、「人と人とのつながり」を大切に…!!

　ぼくたちも、何気なく「ソーシャル・ディスタンス」って使うことがあるけど、この前、
友だちに「ソーシャル、ソーシャル」と言って、仲間はずしをしている子を見かけたんだ。
それって、おかしいなと思ったけど…

　自分がそうやって仲間はずしにされると嫌だよね。
　「ソーシャル・ディスタンス」もそうだけど、言葉の本当の意味を理解しないで、
相手をやっつけるようなことをしないように、ちゃんと学んで伝えていくことが、
とっても大切だと思うよ。
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「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」が２０１６（平成２８）年に
施行。「不当な差別的取扱い」の禁止と「合理的配慮の提供」が求められて
います。

しょう が い  しゃ   さ  べ つ  か い  しょう ほう         し    こう

４月１日　障害者差別解消法の施行

20224

日 月 火 水 木 金 土

昭和の日

世界保健機関（ＷＨＯ）の設立を記念して１９５０年に制定された世界的な健康
啓発デーです。ＷＨＯは、毎年、国際保健医療に関するテーマを掲げ、世界
各国で、このテーマに沿ったさまざまなイベントが開催されています。

４月７日　世界保健デー
せ    か い    ほ    け ん
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避難所で困っている人々について考えてみよう！

こんな悩みを抱えて
いるかも…

障がいのある人

　災害時、開設される避難所。そこにはたくさんの人が集まります。避難者全員が日頃とは違う生活にストレスを抱え、
多くの事に頭を悩ませているはずです。

・発達障害を抱えていると、多くの知らない人に囲まれての生活は耐えられない。
　パニックになってしまう。

・車椅子での避難所生活は、トイレに行くのも一苦労。
　辛いけど、トイレを我慢し続けた方がいいのかな…

外国人
高齢者

・外国人というだけで注目される。
　ジロジロ見るのはやめてほしい。ストレスがより一層溜まってしまうよ…

・足腰が弱いから
　移動が大変。
　誰かが荷物を持って
　くれないかしら…

・日本語の音声案内だけじゃ、何を言われているのかわからない。
　だれか身振り手振りでいいから教えてくれないかな。

災害が起こると、精神的な疲れから、他者への気遣いを忘れてしまうことがあるかもしれません。
そんな時は、一度深呼吸をして、周りを見渡してみましょう。
何かに困っていそうな人はいませんか？
その人はきっとあなたの救いの手を待っています。まずは優しく声をかけてみましょう。

災害時は、みんなが被災者。お互いに助け合い、乗り越えていくことが大切です。
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「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」が２０１６（平成２８）年に
施行。「不当な差別的取扱い」の禁止と「合理的配慮の提供」が求められて
います。

しょう が い  しゃ   さ  べ つ  か い  しょう ほう         し    こう

４月１日　障害者差別解消法の施行
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日 月 火 水 木 金 土

昭和の日

世界保健機関（ＷＨＯ）の設立を記念して１９５０年に制定された世界的な健康
啓発デーです。ＷＨＯは、毎年、国際保健医療に関するテーマを掲げ、世界
各国で、このテーマに沿ったさまざまなイベントが開催されています。
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避難所で困っている人々について考えてみよう！

こんな悩みを抱えて
いるかも…

障がいのある人

　災害時、開設される避難所。そこにはたくさんの人が集まります。避難者全員が日頃とは違う生活にストレスを抱え、
多くの事に頭を悩ませているはずです。

・発達障害を抱えていると、多くの知らない人に囲まれての生活は耐えられない。
　パニックになってしまう。

・車椅子での避難所生活は、トイレに行くのも一苦労。
　辛いけど、トイレを我慢し続けた方がいいのかな…

外国人
高齢者

・外国人というだけで注目される。
　ジロジロ見るのはやめてほしい。ストレスがより一層溜まってしまうよ…

・足腰が弱いから
　移動が大変。
　誰かが荷物を持って
　くれないかしら…

・日本語の音声案内だけじゃ、何を言われているのかわからない。
　だれか身振り手振りでいいから教えてくれないかな。

災害が起こると、精神的な疲れから、他者への気遣いを忘れてしまうことがあるかもしれません。
そんな時は、一度深呼吸をして、周りを見渡してみましょう。
何かに困っていそうな人はいませんか？
その人はきっとあなたの救いの手を待っています。まずは優しく声をかけてみましょう。

災害時は、みんなが被災者。お互いに助け合い、乗り越えていくことが大切です。
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20225
１９４７（昭和２２）年５月３日に日本国憲法が施行されました。これを記念して、
５月３日を憲法記念日、５月１日～７日を憲法週間としています。日本国憲法では、
国民主権・基本的人権の尊重・平和主義の３つを基本原則として定めています。

日 月 火 水 木 金 土
憲法記念日 みどりの日 こどもの日

け ん  ぽ う  しゅう か ん

５月１日～７日　憲法週間

厚生労働省では、子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で
考えることを目的に、毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を児童福祉週間
と定めています。 

じ  どう ふく   し  しゅう か ん

５月５日～１１日　児童福祉週間
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この生活、
当たり前？

せ い か つ

あ ま え 知ってほしい！ 介護する“子どもたち”
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か い  ご　　　　　　　　　　　 こ

障がいや病気のある家族に
代わり、買い物・料理・掃除・
洗濯などの家事をしている

家族に代わり、幼いきょう
だいの世話をしている

障がいや病気のあるきょ
うだいの世話や見守りを
している

目を離せない家族の見守
りや声かけなどの気づか
いをしている

日本語が第一言語でない
家族や障がいのある家族
のために通訳をしている

家計を支えるために労働
をして、障がいや病気の
ある家族を助けている

アルコール・薬物・ギャン
ブル問題を抱える家族に
対応している

がん・難病・精神疾患など
慢性的な病気の家族の
看病をしている

障がいや病気のある家族
の身の回りの世話をして
いる

障がいや病気のある家族
の入浴やトイレの介助を
している

©一般社団法人日本ケアラー連盟/ illustration : Izumi Shiga

◎勉強時間が十分に取れない
◎睡眠不足
◎友達と遊べない
◎自分のための時間が取れない

◇ヤングケアラー（子どもケアラー）とは
こ

　家族にケアを要する人がいる場合に大人が
担うようなケア責任を引き受け、家事や家族
の世話・介護・感情面のサポートなどを行っ
ている１８歳未満の子どもをいいます。

か  ぞ く 　 　 　 　 　 　 　 　  よ う        ひ と             ば  あ い      お と な

に な 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ き に ん 　 　 ひ 　 　 　 う 　 　 　 　 　  か   じ       か  ぞ く

せ 　 わ 　 　  か い  ご      か ん じょう め ん                               おこな

さ い  み  ま ん      こ

勉強・介護ともに大変になってくると…
べ ん  き ょ う         か い   ご 　 　 　 　 　 　 　 　 　た い 　へ ん

べ ん きょう　 じ 　か ん 　 　 じゅう ぶ ん     と

す い み ん 　ぶ 　そ く

と も だ ち 　 　 あ そ

じ  ぶ ん                 じ  か ん      と

◎児童相談所【相談専用　☎0120-189-783（いちはやく・おなやみを）（24時間：年中無休）※通話料無料】
◎24時間子供ＳＯＳダイヤル（文部科学省）【☎0120-0-78310（なやみ言おう）（24時間：年中無休）※通話料無料】
◎子どもの人権110番（法務省）【☎0120-007-110（平日8：30～17：15　土・日・祝日・年末年始は休み）※通話料無料】

…等の問題が生じ、
将来的に希望する進路・
職業を諦めるケースが
少なくありません。

な ど 　 　 　も ん だ い 　 　  しょう
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～支える　子どもたちへ～
「ひとりで悩まず、いつでも 相談してね！」
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か ん びょう

しょう　　　　　　　　 びょう　き　　　　　　　　　　 か　 ぞ く しょう　　　　　　　　 びょう　き　　　　　　　　　　 か　 ぞ く

み 　 　 　 ま わ 　 　 　 　 　 せ 　 わ にゅう よ く 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か い じ ょも ん だ い 　 　か か 　 　 　 　 か  ぞ く
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１９４７（昭和２２）年５月３日に日本国憲法が施行されました。これを記念して、
５月３日を憲法記念日、５月１日～７日を憲法週間としています。日本国憲法では、
国民主権・基本的人権の尊重・平和主義の３つを基本原則として定めています。

日 月 火 水 木 金 土
憲法記念日 みどりの日 こどもの日

け ん  ぽ う  しゅう か ん

５月１日～７日　憲法週間

厚生労働省では、子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で
考えることを目的に、毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を児童福祉週間
と定めています。 

じ  どう ふく   し  しゅう か ん

５月５日～１１日　児童福祉週間
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Uni-Voice

この生活、
当たり前？

せ い か つ

あ ま え 知ってほしい！ 介護する“子どもたち”
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 か い  ご　　　　　　　　　　　 こ

障がいや病気のある家族に
代わり、買い物・料理・掃除・
洗濯などの家事をしている

家族に代わり、幼いきょう
だいの世話をしている

障がいや病気のあるきょ
うだいの世話や見守りを
している

目を離せない家族の見守
りや声かけなどの気づか
いをしている

日本語が第一言語でない
家族や障がいのある家族
のために通訳をしている

家計を支えるために労働
をして、障がいや病気の
ある家族を助けている

アルコール・薬物・ギャン
ブル問題を抱える家族に
対応している

がん・難病・精神疾患など
慢性的な病気の家族の
看病をしている

障がいや病気のある家族
の身の回りの世話をして
いる

障がいや病気のある家族
の入浴やトイレの介助を
している

©一般社団法人日本ケアラー連盟/ illustration : Izumi Shiga

◎勉強時間が十分に取れない
◎睡眠不足
◎友達と遊べない
◎自分のための時間が取れない

◇ヤングケアラー（子どもケアラー）とは
こ

　家族にケアを要する人がいる場合に大人が
担うようなケア責任を引き受け、家事や家族
の世話・介護・感情面のサポートなどを行っ
ている１８歳未満の子どもをいいます。

か  ぞ く 　 　 　 　 　 　 　 　  よ う        ひ と             ば  あ い      お と な

に な 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 せ き に ん 　 　 ひ 　 　 　 う 　 　 　 　 　  か   じ       か  ぞ く

せ 　 わ 　 　  か い  ご      か ん じょう め ん                               おこな

さ い  み  ま ん      こ

勉強・介護ともに大変になってくると…
べ ん  き ょ う         か い   ご 　 　 　 　 　 　 　 　 　た い 　へ ん

べ ん きょう　 じ 　か ん 　 　 じゅう ぶ ん     と

す い み ん 　ぶ 　そ く

と も だ ち 　 　 あ そ

じ  ぶ ん                 じ  か ん      と

◎児童相談所【相談専用　☎0120-189-783（いちはやく・おなやみを）（24時間：年中無休）※通話料無料】
◎24時間子供ＳＯＳダイヤル（文部科学省）【☎0120-0-78310（なやみ言おう）（24時間：年中無休）※通話料無料】
◎子どもの人権110番（法務省）【☎0120-007-110（平日8：30～17：15　土・日・祝日・年末年始は休み）※通話料無料】

…等の問題が生じ、
将来的に希望する進路・
職業を諦めるケースが
少なくありません。

な ど 　 　 　も ん だ い 　 　  しょう

しょう ら い  て き      き  ぼ う        し ん ろ

しょくぎょう　　　あきら

すく

じ 　 ど う 　そ う  だ ん  じ ょ    そ う  だ ん  せ ん  よ う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　じ 　 か ん 　 　ね ん じゅう　 む 　きゅう　　　　　 つ う 　 わ 　 りょう　 む 　りょう

じ 　 か ん 　 こ 　 　ど も 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  も ん   ぶ    か   が く  しょう　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　い 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ 　 か ん 　 　ね ん じゅう　 む 　きゅう　　　　　 つ う 　 わ 　 りょう　 む 　りょう

こ 　 　 　 　 　 　 　 　 じ ん け ん 　 　 　 　 　 ば ん 　 ほ う む  しょう　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 へ い じ つ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ど 　 　 に ち 　 　しゅく　じ つ 　 　ね ん ま つ ね ん 　 し 　 　 　 や す 　 　 　 　 　 　 　つ う 　 わ 　 りょう　 む 　りょう

～支える　子どもたちへ～
「ひとりで悩まず、いつでも 相談してね！」

さ さ

な や そ う  だ ん

こ

しょう　　　　　　　　びょう　き　　　　　　　　　 か　ぞ く

か 　 　 　 　 　 か 　 　 も の  りょう  り   そ う  じ

せ ん た く 　 　 　 　 　  か  じ

か 　け い 　 　 さ さ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ろ う ど う や く ぶ つ な ん びょう　 せ い し ん し っ か ん

ま ん せ い て き 　 　 びょう 　き 　 　 　 か  ぞ く

か ん びょう

しょう　　　　　　　　 びょう　き　　　　　　　　　　 か　 ぞ く しょう　　　　　　　　 びょう　き　　　　　　　　　　 か　 ぞ く

み 　 　 　 ま わ 　 　 　 　 　 せ 　 わ にゅう よ く 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か い じ ょも ん だ い 　 　か か 　 　 　 　 か  ぞ く

た い お う

しょう　　　　　　　　　びょう   き

か  ぞ く    た す

か 　ぞ く 　 　  か           おさな

せ 　 わ せ 　 わ 　 　 　 み  ま も

め 　 　 は な             か  ぞ く      み  ま も に  ほ ん  ご      だ い い ち げ ん  ご

か  ぞ く    しょう         　　　　　　　　　　　 か ぞ く

つ う や く

こ え 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　き

しょう　　　　　　　　　びょう　き

Uni-Voice

ひらけ未来に　VOL.32



国連の専門機関である「国際労働機関（ILO）」は、世界に蔓延する児童労働を
撲滅する必要性を訴えるために「児童労働反対世界デー」を定めました。
世界中にいるすべての児童が持つ「子どもの権利」を守ること。それが、この
記念日の目的です。

じ   どう  ろう  どう は ん  た い   せ   か い

６月１２日　児童労働反対世界デー

20226

日 月 火 水 木 金 土

ハンセン病問題に対する正しい理解の促進と、ハンセン病患者等に対する
偏見・差別の解消に努め、当事者の名誉回復を図ることを目的に、６月２２日

（厚生労働省が「らい予防法による被害者の名誉回復及び追悼の日」として
定めた日）を含む、日曜日から１週間を標記週間として定めています。

６月２０日～２６日　ハンセン病を正しく理解する週間
びょう      ただ               り   か い              しゅう か ん
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Uni-Voice

ハンセン病により、今も続く差別や偏見
び ょ う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い  ま 　 　 　 　  つ  づ         さ     べ  つ         へ ん け ん

　ハンセン病は、「らい菌」によって引き起こされる細菌感染症で、かつては「らい病」とよばれてい
ました。現在は、らい菌を発見したノルウェーの医師の名前をとって「ハンセン病」が正式な病名と
なっています。感染する力が弱く発病することはまれな病気でした。現在の日本の衛生状況を考えると感染する
ことはほとんど無く抗菌剤で完治することが分かっています。しかし、1931（昭和6）年に「癩予防法」が成立
した前後から、各都道府県は患者を強制的に療養所に入所させる「無癩県運動」を進めました。そのことで入
所者たちは人間的な暮らしを奪われました。1953（昭和28）年に「らい予防法」が制定されて、ハンセン病
患者の隔離は続き、多くの人は一生そこから出ることができなかったのです。

「私たちにできること」は、ハンセン病について、正しく知って理解し、行動すること。
わたし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　  た   だ　　　　　　　　   し 　　　　　　　　　 り　　か い 　 　 　 　 　 こ う ど う    

●家族と一緒に暮らすことができない。
●実名を名乗ることができない。
●結婚しても子どもを産むことが許されない。
●故郷の墓に埋葬してもらえない。

現在の入所者の人々はどのような状況にあるのかな？

ハンセン病患者は、こうした差別を
長い間強いられてきました。
あなたにはその苦しみが
想像できますか？

「らい予防法」が廃止されたのが1996（平成8）年だったそうだよ。国の隔離政策は改められた
ものの、入所者の多くは、高齢になってきて、社会復帰して自活することは困難な状況だったんだ。
中には療養所を退所して社会復帰した人もいるけど、その数は決して多いとはいえないそうだよ。
社会に根強い予断と偏見が残る中、差別的な言動をあびせられたり、家族の就職や結婚などの際にも
人権侵害が及ぶこともあったりしたんだ。今もこうした差別は残っているんだよ。

びょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　  さ い き ん か ん せ ん しょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 びょう

げ ん ざ い 　 　 　 　 　 　 　 　 き ん 　 　 は っ け ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  い   し      な  ま え                               び ょ う             せ い し き 　 　 びょう め い

か ん せ ん 　 　 　 　 ち か ら 　 　 　 よ わ 　 　 は つ びょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びょう   き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 げ ん ざ い 　 　 　 に  ほ ん    え い せ い じょうきょう　　　 か ん が                      か ん せ ん

な　　　　　こ う き ん ざ い 　 　  か ん  ち 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 わ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　しょう　 わ 　 　 　 　 　ね ん 　 　 　 　 　 ら い 　 よ 　 ぼ う  ほ う 　 　 　 　 　 せ い り つ

ぜ ん 　ご 　 　 　 　 　 　 　  か く  と  ど う  ふ  け ん     か ん じ ゃ     きょう せ い  て き     りょう  よ う じ ょ     にゅう し ょ                 む  ら い け ん  う ん ど う         す す 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  にゅう

し ょ し ゃ 　 　 　 　 　 　 　 に ん げ ん て き 　 　 　 く 　 　 　 　 　 　 　 う ば 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  しょう   わ 　 　 　 　 　 　 ね ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　  よ  ぼ う ほ う         せ い て い 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 びょう

か ん じ ゃ 　 　 か く 　り 　 　 　 つ づ 　 　 　 　 お お 　 　 　 　 　ひ と 　 　 い っ し ょ う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 で

か  ぞ く     い っ し ょ      く

げ ん ざ い 　 　 にゅう し ょ し ゃ 　 　 ひ と び と 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じょうきょう

よ  ぼ う ほ う          は い  し                                        へ い せ い        ね ん                                    く に      か く り  せ い さ く     あらた

にゅう し ょ し ゃ 　 　 お お 　 　 　 　 　 　　こ う れ い 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　し ゃ か い ふ っ き 　 　 　 　 　 じ 　か つ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ ん な ん     じょう きょう

な か 　 　 　 　 りょうよ う じ ょ 　 　 た い し ょ 　 　 　 　 　し ゃ か い ふ っ 　き 　 　 　 　 　 ひ と 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ず 　 　 け っ 　 　 　 　 お お

し ゃ か い 　 　 　 ね 　づ よ 　 　  よ 　だ ん     へ ん け ん 　 　 の こ      な か      さ  べ つ て き     げ ん ど う                                       か  ぞ く     しゅうしょく          け っ こ ん              さ い

じ ん け ん し ん が い 　 　 お よ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い ま 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  さ  べ つ     の こ

じ つ め い 　 　 　 な 　 の

け っ こ ん 　 　 　 　 　 　 　 こ 　 　 　 　 　 　 　 　う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ る

び ょ う  か ん  じ ゃ                                さ   べ つ

な が 　 　 　 あいだ　　し

く る

そ う 　ぞ う
こ 　き ょ う 　 　 　 は か 　 　  ま い そ う

Uni-Voice
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国連の専門機関である「国際労働機関（ILO）」は、世界に蔓延する児童労働を
撲滅する必要性を訴えるために「児童労働反対世界デー」を定めました。
世界中にいるすべての児童が持つ「子どもの権利」を守ること。それが、この
記念日の目的です。

じ   どう  ろう  どう は ん  た い   せ   か い

６月１２日　児童労働反対世界デー

20226

日 月 火 水 木 金 土

ハンセン病問題に対する正しい理解の促進と、ハンセン病患者等に対する
偏見・差別の解消に努め、当事者の名誉回復を図ることを目的に、６月２２日

（厚生労働省が「らい予防法による被害者の名誉回復及び追悼の日」として
定めた日）を含む、日曜日から１週間を標記週間として定めています。

６月２０日～２６日　ハンセン病を正しく理解する週間
びょう      ただ               り   か い              しゅう か ん
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ハンセン病により、今も続く差別や偏見
び ょ う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い  ま 　 　 　 　  つ  づ         さ     べ  つ         へ ん け ん

　ハンセン病は、「らい菌」によって引き起こされる細菌感染症で、かつては「らい病」とよばれてい
ました。現在は、らい菌を発見したノルウェーの医師の名前をとって「ハンセン病」が正式な病名と
なっています。感染する力が弱く発病することはまれな病気でした。現在の日本の衛生状況を考えると感染する
ことはほとんど無く抗菌剤で完治することが分かっています。しかし、1931（昭和6）年に「癩予防法」が成立
した前後から、各都道府県は患者を強制的に療養所に入所させる「無癩県運動」を進めました。そのことで入
所者たちは人間的な暮らしを奪われました。1953（昭和28）年に「らい予防法」が制定されて、ハンセン病
患者の隔離は続き、多くの人は一生そこから出ることができなかったのです。

「私たちにできること」は、ハンセン病について、正しく知って理解し、行動すること。
わたし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　  た   だ　　　　　　　　   し 　　　　　　　　　 り　　か い 　 　 　 　 　 こ う ど う    

●家族と一緒に暮らすことができない。
●実名を名乗ることができない。
●結婚しても子どもを産むことが許されない。
●故郷の墓に埋葬してもらえない。

現在の入所者の人々はどのような状況にあるのかな？

ハンセン病患者は、こうした差別を
長い間強いられてきました。
あなたにはその苦しみが
想像できますか？

「らい予防法」が廃止されたのが1996（平成8）年だったそうだよ。国の隔離政策は改められた
ものの、入所者の多くは、高齢になってきて、社会復帰して自活することは困難な状況だったんだ。
中には療養所を退所して社会復帰した人もいるけど、その数は決して多いとはいえないそうだよ。
社会に根強い予断と偏見が残る中、差別的な言動をあびせられたり、家族の就職や結婚などの際にも
人権侵害が及ぶこともあったりしたんだ。今もこうした差別は残っているんだよ。

びょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　 き ん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　  さ い き ん か ん せ ん しょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 びょう

げ ん ざ い 　 　 　 　 　 　 　 　 き ん 　 　 は っ け ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  い   し      な  ま え                               び ょ う             せ い し き 　 　 びょう め い

か ん せ ん 　 　 　 　 ち か ら 　 　 　 よ わ 　 　 は つ びょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びょう   き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 げ ん ざ い 　 　 　 に  ほ ん    え い せ い じょうきょう　　　 か ん が                      か ん せ ん

な　　　　　こ う き ん ざ い 　 　  か ん  ち 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 わ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　しょう　 わ 　 　 　 　 　ね ん 　 　 　 　 　 ら い 　 よ 　 ぼ う  ほ う 　 　 　 　 　 せ い り つ

ぜ ん 　ご 　 　 　 　 　 　 　  か く  と  ど う  ふ  け ん     か ん じ ゃ     きょう せ い  て き     りょう  よ う じ ょ     にゅう し ょ                 む  ら い け ん  う ん ど う         す す 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  にゅう

し ょ し ゃ 　 　 　 　 　 　 　 に ん げ ん て き 　 　 　 く 　 　 　 　 　 　 　 う ば 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  しょう   わ 　 　 　 　 　 　 ね ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　  よ  ぼ う ほ う         せ い て い 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 びょう

か ん じ ゃ 　 　 か く 　り 　 　 　 つ づ 　 　 　 　 お お 　 　 　 　 　ひ と 　 　 い っ し ょ う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 で

か  ぞ く     い っ し ょ      く

げ ん ざ い 　 　 にゅう し ょ し ゃ 　 　 ひ と び と 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じょうきょう

よ  ぼ う ほ う          は い  し                                        へ い せ い        ね ん                                    く に      か く り  せ い さ く     あらた

にゅう し ょ し ゃ 　 　 お お 　 　 　 　 　 　　こ う れ い 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　し ゃ か い ふ っ き 　 　 　 　 　 じ 　か つ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ ん な ん     じょう きょう

な か 　 　 　 　 りょうよ う じ ょ 　 　 た い し ょ 　 　 　 　 　し ゃ か い ふ っ 　き 　 　 　 　 　 ひ と 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ず 　 　 け っ 　 　 　 　 お お

し ゃ か い 　 　 　 ね 　づ よ 　 　  よ 　だ ん     へ ん け ん 　 　 の こ      な か      さ  べ つ て き     げ ん ど う                                       か  ぞ く     しゅうしょく          け っ こ ん              さ い

じ ん け ん し ん が い 　 　 お よ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い ま 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  さ  べ つ     の こ

じ つ め い 　 　 　 な 　 の

け っ こ ん 　 　 　 　 　 　 　 こ 　 　 　 　 　 　 　 　う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ゆ る

び ょ う  か ん  じ ゃ                                さ   べ つ

な が 　 　 　 あいだ　　し

く る

そ う 　ぞ う
こ 　き ょ う 　 　 　 は か 　 　  ま い そ う
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海の日

福岡県では１９８１（昭和５６）年から毎年７月を「同和問題啓発強調月間」とし、同和
問題の解決を自分自身の課題としてとらえ、県民一人一人の人権意識の高揚を図
るため、県下すべての市町村で様々な行事を行っています。

どう  わ   もん  だ い  け い  は つ  きょうちょう げっ か ん

同和問題啓発強調月間

20227

日 月 火 水 木 金 土

3

10
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24

31

4

11

18

25

5

12

19

26

6

13

20

27

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

16

23

30

Uni-Voice

カレンダーから考える人権
かんが じ ん け ん

『六曜』とは？
大安や友引は、先勝・先負・仏滅・赤口とあわせて『六曜』と

いいます。もとは中国から伝わったもので吉凶を占う際に時間を
区切るものとして使われていました。

現在の『六曜』は旧暦の一日から月ごとに、決まった順に当て
はめられた、西暦でいう曜日に近いものです。

しかし、『六曜』にまつわる迷信については、その信ぴょう性
に疑問があると言われています。

『六曜』は、歴史の中で何度も仕様が変わっており、現代の
『六曜』の形になったのは明治時代になってからだと言われてい
るからです。また、『仏滅』の単語から仏教などに関りがあるか
のように思えますが、実際は何の関係もありません。

それに、ただ並べられただけの言葉に人の生き方や考え方など
が左右されるなんておかしいことだと思いませんか？

頭では迷信なんて気にしないと思っていても、「昔から言わ
れていることだから」「まわりの人がそう言っているから」と
流されてしまったことはありませんか？

迷信や思い込みによる、何気ない一言で人間関係がこわれる
こともあります。

もし、迷信や偏見などの思い込みが間違いかもしれないと
思った時は、どうすればいいのか、本当に大切なものは何な
のか、少し立ち止まって考えてみてはいかがでしょうか？

※この、人権啓発冊子カレンダー『ひらけ未来に』では、迷信や偏見などによる差別を
　なくし人権が守られるまちづくりを進めており、『六曜』の記載はしておりません。

迷信にとらわれない生き方を

ろ く よ う

め い し ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い 　 　 　 か た

た い あ ん 　 　 と も び き 　 　 　 　 せ ん しょう　　　　せ ん ぷ 　 　 　 ぶ つ め つ 　 　 しゃっ こ う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ろ く よ う

あたま　　　　　　　 め い し ん 　 　 　 　 　 　 き　　　　　　　　　　　　　　　　　　 お も 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 むかし　　　　　　　 い

め い し ん 　 　 お も 　 　 こ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な に  げ        ひ と こ と 　 　 に ん げ ん か ん け い     

め い し ん 　 　 へ ん け ん 　 　 　 　 　 　 お も 　 　 こ 　 　 　 　 　 ま ち が

お も 　 　 　 　 と き 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　ほ ん と う 　 　 た い せ つ 　 　 　 　 　 　 　 　 な ん

す こ 　 　 た 　 　 　 ど 　 　 　 　 　 　 かんが

じ ん け ん け い は つ さ っ  し                               み ら い                 め い し ん    へ ん け ん                  さ  べ つ

じ ん け ん 　 　 ま も 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 す す 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 　 ろ く よ う 　 　     き  さ い

ひ と 　 　 　 　 　 い

な が

ちゅう ご く 　 　 　 　 つ た 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き っ き ょ う 　 　 うらな　　　 さ い 　 　 　じ 　か ん

く　　ぎ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 つ か

げ ん ざ い 　 　 　 ろ く よ う 　 　 　 きゅう れ き 　 　つ い た ち 　 　 　  つ き               き           じゅん       　あ

せ い れ き 　 　 　 　 　  よ う び     ち か

ろ く よ う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 め い し ん 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し ん 　 　 　 　 　 　せ い

ろ く よ う 　 　 　 　 　 　 れ き し 　 　  な か     な ん  ど      し   よ う      か                      げ ん だ い

ろ く よ う 　 　 　  かたち　　　　　　　　　　　　　　　　　　 め い  じ   じ  だ い                            い

ぶ つ め つ 　 　 　  た ん ご        ぶ っ き ょ う                 かかわ

お も 　 　 　 　 　 　 　 　 　 じ っ さ い 　 　 な ん 　 　 か ん け い

な ら 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こ と  ば     ひ と     い     か た    かんが          か た

さ ゆ う 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 お も

ぎ も ん 　 　 　 　 　 　 　 　 い

「結婚式は大安の日にしないといけない」
「葬儀は友引の日に行ってはいけない」
こんな言葉を聞いたことはありませんか？

け っ こ ん し き 　 　 た い あ ん 　 　 　ひ

そ う  ぎ      と も び き      ひ      おこな

こ と 　 ば 　 　 　 き
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